
「DIDK-0176 株を利用して生産されたホスホリパーゼ」に係る食品健康影響評価に

関する審議結果（案）についての意見・情報の募集結果について 

 

 

１．実施期間 令和５年２月８日～令和５年３月９日 

 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 
 
３．提出状況 １件 
 
 
４．意見・情報及び食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会の回答 

 

意見・情報※ 食品安全委員会の回答 

従来の添加物と比較して云々で

はなく、そもそも遺伝子組換え

品のリスクはほとんど明らかに

されていない現状で、どんどん

使用を認めること自体、国民の

健康をないがしろにしていると

言わざるを得ません。 

参照資料１９のうち８が社内文

書というのも、相変わらず公平

性に欠く。申請者が自分で提出

した資料を評価に反映させるこ

とは常識的におかしいでしょ

う。 

この食品健康影響評価は、食品安

全基本法第11条第３項に基づき、そ

の時点において到達されている水

準の科学的知見に基づいて行った

ものです。 

本添加物については、組換えＤＮ

Ａ技術の応用に起因する新たな有

害成分が含まれていないことを確

認することが重要であり、「遺伝子

組換え微生物を利用して製造され

た添加物の安全性評価基準」（平成

16年３月25日食品安全委員会決定）

に基づき、挿入遺伝子の安全性が確

認されていること、具体的には、挿

入遺伝子の供与体、挿入される塩基

配列が明らかであること、目的外の

遺伝子の挿入がないこと等を確認

しました。 

また、挿入遺伝子から産生される

タンパク質の毒性やアレルギー誘

発性について確認されていること、

製造原料又は製造器材について食

品用酵素の製造に安全に使用され

てきた経験があること等を確認し

ました。 

参考 



これらの結果、本添加物は非組換

えホスホリパーゼと比較して新た

に安全性を損なうおそれのある要

因は認められなかったことから、人

の健康を損なうおそれはないと判

断しました。 

また、食品健康影響評価は、申請

者の提出した資料をもとに行いま

すが、これまでの科学的知見や海外

での評価結果も踏まえ、資料の内容

についての問題点、疑問点について

は説明や再提出を求めるとともに、

調査会の審議において、資料の内容

が不足していると判断された場合

は、追加試験等のデータを含め必要

な追加資料の提出を求めています。 

遺伝子組換え添加物の使用につ

いての御意見は、リスク管理に関す

るものと考えられることから、厚生

労働省へお伝えします。 

※ 頂いた意見・情報はそのまま掲載しています。 


